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１ 世界経済危機 と CSR  

（口述） 

 

２ 企業の社会的責任への期待  

（口述） 

 

３ 企業の社会責任的経営に向けた国際社会の期待  

（口述） 

 

４ CSR は経済危機の時代を克服する知恵か  

（口述） 

 

５ グローバル ･コンパクトの可能性  

以上のように、現在の経済危機を打開する上では、これまでCSRとして取り組まれてき

たさまざまな考え方や活動の中にいくつもの有益な示唆が含まれているのであるが、それ

ならば、企業がそうしたCSRを推進しようとするときに、国連グローバル・コンパクトに

参加して活動することにどのような意義と価値があるのであろうか。 
国連グローバル・コンパクトに参加することの最大の意義は、企業が、グローバルな社

会的責任を負うことを自認する点にある。今日では、多くの企業が、グローバルに事業を

展開している。そうした企業は、グローバル社会に対する責任を負っているのであって、

そこに生じる社会問題については、国際的な取組みによって解決を目指すことになる。と

くに、今日のような同時多発の世界的な経済危機にあっては、企業間、国家間の国際的な

連携、協力が経済の回復には不可欠である。企業が、このように、CSRを国際社会への責

任であると理解して、グローバルに行動する決意を企業内外の多様なステイクホルダーに

明らかにするには、国連グローバル・コンパクトに参加するというのが最も分かりよい手

法であろう。そうであるので、危機になってもCSR経営を推進しようという企業は、国連

グローバル・コンパクトの旗印を立てるほうが望ましいと思われる。 
次に、国連グローバル・コンパクトに参加することは、国連グローバル・コンパクト事

務所や各国の参加企業などとの連携、協力を進めるということであり、そこから、さまざ

まな情報が入手できて、人権保護、労働基準、環境保全、腐敗防止に関する国際社会の合

意や基準を理解することができるようになる。国連グローバル・コンパクトが開催するさ

まざまな講演会、フォーラム、セミナーなどに参加すれば、経営における社会的責任につ

いて、世界最先端の情報を眼前にするであろう。また、国連グローバル・コンパクトは各



種の国際機関と連携して活動していることが多いので、取得できる国際情報の範囲は広い。

それは、いわば、グローバルなCSR経営の仲間が形成している世界への扉を開くことなの

である。従来、日本の企業は、この種の国際社会における情報は政府を経由して間接的に

入手していたのであるが、それが直接に入手できるようになるのである。こうした情報ル

ートの開拓が、企業の戦略の構築などに際して大きな意味を持ってくるのである。 
第三に、国連グローバル・コンパクトには、参加企業からの報告書（COP）の国連への

提出を求める制度があり、この報告書は、国連グローバル・コンパクト及び関連するNGO
や学術研究機関による評価の対象となる。そこで、この評価に耐えて第一級の活動報告書

であると認められるには、COPにおいてその企業の方針が、数字を伴った定量化された計

画として公表されなければならなくなる。企業がその後に実際に行動して、予定していた

数値目標に達しなかったときには、厳しい批判も覚悟しなければならない。国連グローバ

ル・コンパクトは、企業がCSRにおける説明責任を履行する格好の場となるのである。 
第四に、国連グローバル・コンパクトに参加した企業は、国単位の参加企業の連携組織

であるローカル・ネットワークに加入することになり、そこの活動に関わる中で、企業間

の交流、連帯に道が開かれる。各国のローカル・ネットワークの側も、会員企業への情報

の提供やグッド・プラクティスの紹介に熱意を持って当たっている。他社のCSR経営を知

れば、自社のCSR経営を進める上で貴重な情報を得ることにもなる。さらに、ネットワー

クに関連するNGOや学術研究機関との連携も、基礎的な情報の取得に有益であろう。 
このように、世界中どこでも、企業が国連グローバル・コンパクトに加入することで、

そのCSR活動は大きく国際レベルで展開できるようになるのであるが、今日の日本では、

もうひとつ、極めて重要な意義が認められる。それが、北東アジアの平和構築における国

連グローバル・コンパクトの意義である。 
現在、北東アジアでは、経済共同体の形成が進行している。そして、最近の数年間に、

中国、韓国においても国連グローバル・コンパクトに取り組む企業が増え、両国において

ローカル・ネットワークが形成されている。また、日中韓の三国の国連グローバル・コン

パクト参加企業間の連携も進展している。したがって、今はまだ遠い将来の課題に見える

が、北東アジアにおいて、この三国の企業が中心になって、台湾、香港、北朝鮮などの企

業も巻き込んで、グローバル・コンパクト10原則を基盤にした共通の企業倫理が確立する

ことが期待される。 
ヨーロッパでは、企業とNGOとの努力によって市場の進化がもたらされ、それが、EU

統合による新しいヨーロッパ社会の形成を支えてきた。地域統合には、新しい理念が必要

である。日中韓を軸にした北東アジアの経済の国際化と経済的な地域共同体作りは、排他

的な地域主義でなく、世界に開かれたものであることが望ましい。それを可能にする一つ

の鍵が、国連グローバル・コンパクトであり、そこで掲げられているグローバル・コンパ

クト10原則である。 
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